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我が町の家計簿我が町の家計簿 平成２６年度一般会計予算 可決
１３４億6,760万１３４億6,760万円円のまちづくりのまちづくり

(対前年度比 4億4,810万円増）(対前年度比 4億4,810万円増）

予
　
算
　
編
　
成

　

平
成
26
年
３
月
定
例
議
会
で
は
、
消
費
税
増
税
が
導
入
さ
れ
住
民
の
生
活
に
多
大
な
影
響

が
予
測
さ
れ
る
中
、
引
き
続
き
町
民
福
祉
の
向
上
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
教
育
環
境
の
整

備
促
進
に
重
点
を
置
い
た
26
年
度
一
般
会
計
予
算
、
条
例
改
正
・
教
育
委
員
任
命
同
意
案
件

な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
各
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
答
弁
報
告
を
受
け
、
慎
重
な
審
議
が

行
わ
れ
、
原
案
が
可
決
さ
れ
た
。
予
算
総
額
は
、
沖
縄
振
興
費
（
一
括
交
付
金
）
を
含
む
１

３
４
億
６
千
７
６
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
４
億
４
千
８
１
０
万
円
の
増
と
な
っ
た
。

歳
入
予
算
増
減
の
ポ
イ
ン
ト

歳
入
予
算
増
減
の
ポ
イ
ン
ト

歳
出
予
算
増
減
の
ポ
イ
ン
ト

歳
出
予
算
増
減
の
ポ
イ
ン
ト

増
　
加
（
対
前
年
度
比
）

増
　
加
（
対
前
年
度
比
）

◎
町
税

○
町
民
税
（
２
億
８
千
２
４
６
万
３
千
円
増
）

　

東
日
本
大
震
災
復
興
や
防
災
施
策
に
要
す
る
費
用
臨
時
措
置

（
均
等
割
税
額
に
５
百
円
の
プ
ラ
ス
）
と
高
額
所
得
者
の
増

○
固
定
資
産
税
（
１
億
９
千
３
３
０
万
５
千
円
増
）

　

土
地
の
負
担
調
整
措
置
の
固
定
資
産
税
増 

新
築
家
屋
の
増
に
よ
る

◎
国
庫
支
出
金

○
土
木
費
国
庫
補
助
金
（
９
千
７
０
７
万
８
千
円
増
）

　

美
浜
無
電
中
化
整
備
事
業
に
係
る
電
線
共
同
溝
整
備
事
業
交
付
金

○
教
育
費
国
庫
負
担
金
（
２
億
２
千
７
５
万
４
千
円
増
）

　

浜
川
幼
稚
園
改
築
事
業
費
、
伊
礼
原
遺
跡
用
地
先
行
取
得
補
助
金

○
臨
時
福
祉
給
付
金
補
助
金
（
１
億
５
千
２
２
万
２
千
円
）

　

消
費
税
増
税
に
際
し
所
得
の
低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
に
鑑
み
、

　

暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
に
か
か
る
補
助
金

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
（
４
億
６
９
０
万
７
千
円
）

　

消
費
税
増
税
に
際
し
、
子
育
て
世
代
の
消
費
の
下
支
え
を
図
る

　

観
点
か
ら
臨
時
的
な
給
付
措
置
に
か
か
る
補
助
金

◎
県
支
出
金

○
沖
縄
振
興
特
別
推
進
市
町
村
交
付
金
（
一
括
交
付
金
）

（
２
億
６
千
７
８
万
５
千
円
）

　

特
定
駐
留
軍
用
地
内
土
地
取
得
事
業
、
北
谷
公
園
野
球
場
ス
コ
ア

　

ボ
ー
ド
改
修
事
業
費
、
海
業
振
興
事
業
交
付
金
な
ど
の
増

　
◎
地
方
交
付
税

○
地
方
交
付
税
（
８
千
５
０
０
万
円
減
）

　

町
税
の
増
収
見
込
み
に
よ
る
基
準
財
政
収
入
の
増
に
よ
る
基
準

　

財
政
需
要
額
の
減

減
　
少
（
対
前
年
度
比
）

増
　
加
（
対
前
年
度
比
）

増
　
加
（
対
前
年
度
比
）

◎
総
務
費

○
基
地
対
策
費
（
２
億
２
千
９
４
１
万
８
千
円
増
）

　

特
定
駐
留
軍
用
地
内
土
地
取
得
事
業
土
地
購
入
費
に
係
る

◎
民
生
費

○
社
会
福
祉
総
務
費
（
１
億
４
千
１
０
９
万
９
千
円
増
）

　

消
費
税
増
税
に
よ
る
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
等
に
係
る

○
児
童
福
祉
費
（
９
千
６
０
４
万
４
千
円
増
）

　

消
費
税
増
税
で
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
等
に
係
る

◎
土
木
費

○
公
園
費
（
１
億
４
５
９
万
９
千
円
）

　

北
谷
公
園
野
球
場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
改
修
事
業
費
等
に
係
る

○
住
宅
費
（
１
億
５
千
８
３
６
万
５
千
円
増
）

　

砂
辺
町
営
住
宅
整
備
事
業
に
係
る

◎
教
育
費

○
学
校
建
設
費
（
小
学
校
１
億
２
千
４
２
５
万
９
千
円
増
）

　

北
谷
小
学
校
屋
根
改
修
工
事
、
北
谷
第
二
小
学
校
校
舎

　

改
築
事
業
等
に
か
か
る

○
幼
稚
園
費
（
２
億
７
千
４
９
８
万
２
千
円
増
）

　

浜
川
幼
稚
園
園
舎
改
築
事
業
費
に
係
る　

◎
公
債
費
（
１
億
２
５
１
８
万
４
千
円
増
）

　

伊
礼
原
遺
跡
用
地
取
得
事
業
の
起
債
償
還
開
始
に
係
る

　
◎
総
務
費

○
企
画
費
（
５
億
３
千
４
５
１
万
５
千
円
減
）

　

防
災
拠
点
整
備
に
伴
う
公
有
地
財
産
購
入
に
係
る
減

◎
民
生
費

○
保
育
所
費
（
１
億
８
千
９
５
２
万
７
千
円
減
）

　

主
に
上
勢
・
栄
口
保
育
所
整
備
完
了
に
伴
う
減

◎
教
育
費

○
中
学
校
費
（
７
千
６
８
１
万
５
千
円
減
）

　

北
谷
中
学
校
耐
震
対
策
事
業
完
了
等
に
伴
う
減　

減
　
少
（
対
前
年
度
比
）

ちゃたん町　議会だより　No.75（平成26年5月）ちゃたん町　議会だより　No.75（平成26年5月） ２３

、

町が自主的に収納することができる財

源で財産収入・町税など。

国や県から割りあてられる補助金や交

付金。’

町民税や国定資産税、軽自動車税、入

湯税、たばこ税など。

一定水準の行政を維持するために必要

な額を補償する財源で、国が交付する。

事業などの特定目的の財源として国、

県から交付される。

国有資産・施設等が所在する市町村に

固定資産税の代替え財源として交付さ

れるもので、一般に「基地交付金」と

言われている。

米軍資産、施設が所属する市町村の財

政補給的な性格の交付会。

借入金の返済をするお金。

■ 自主財源

■ 依存財源

■ 町税

■ 地方交付税

■ 国庫、県支出金

■ 国有提供施設等所在市町村助成交付金

■ 施設等所在市町村調整交付金

■ 公債費

一般会計予算

町　税

財産収入
6億4,338万9千円

（4.8%）

繰入金
8億5,480万2千円

（6.3%）繰越金
1億円

（0.7%）
使用料及び手数料
2億0,974万1千円

（1.6%）

諸収入
1億3,449万8千円

（1.0%）

分担金及び負担金
1億7,314万6千円

（1.3%）

地方消費税交付金
2億5,812万7千円

（1.9%）

国有提供施設等所在
市町村助成交付金
2億9,954万1千円

（2.2%）

施設等所在市町村
調整交付金

5億3,852万4千円
（4.0%）

地方交付税
13億9,500万
（10.4%）

国庫支出金
22億5,186万9千円

（16.7%）

県支出金
15億5,377万6千円

（11.5%）

町債
5億2,077万4千円

(3.9%)

その他交付金
3,356万5千円

（0.2%）

地方譲与税
6,019万2千円

（0.4%）

内訳　　　　　　金額　　　　　構成比内訳　　　　　　金額　　　　　構成比

■自主財源　 65億5,623万2千円　 49%
■依存財源　 69億1,136万8千円　 51%
■自主財源　 65億5,623万2千円　 49%
■依存財源　 69億1,136万8千円　 51%

内訳　　　　　  　金額　　　　　構成比内訳　　　　　  　金額　　　　　構成比

歳入

44億4,065万6千円
（33.0%）

自主財源
65億5,623万2千円

（49%）

自主財源
65億5,623万2千円

（49%）

義務的経費　　54億5,000万円　　38.9%
投資的経費　　23億8,000万円　　19.1%
その他経費　　56億1,000万円　　41.8%　

義務的経費　　54億5,000万円　　38.9%
投資的経費　　23億8,000万円　　19.1%
その他経費　　56億1,000万円　　41.8%　

議会費
1億5,601万9千円

（1.2%）

総務費
15億7,400万円

（15.0%）

総務費
15億7,400万円

（15.0%）

民生費
43億9,756万4千円

（33.0%）

民生費
43億9,756万4千円

（33.0%）

衛生費
8億1,733万円

（6.5%）労働費
2,272万9千円

（0.2%）

農林水産業費
6億482万5千円

（4.6%）

商工費
1億8,245万4千円

（1.5%）

土木費
17億9,107万7千円

（10.9%）

土木費
17億9,107万7千円

（10.9%）

消防費
4億638万9千円

（3.2%）

消防費
4億638万9千円

（3.2%）

教育費
17億6,416万7千円

（11.4%）

教育費
17億6,416万7千円

（11.4%）

災害復旧費
1万4千円
（0.0%）

公債費
9億2,081万8千円

（6.1%）

諸支出金
7億7,021万4千円

（5.9%）

用　語　解　説

予備費
6,000万円
（0.5%）

歳出
合　計

134億6,760万円
合　計

134億6,760万円 合　計
134億6,760万円

合　計
134億6,760万円

依存財源
69億1,136万8千円

（51%）

依存財源
69億1,136万8千円

（51%）

（一括交付金含む）（一括交付金含む）
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人にやさしく、にぎわいの町北谷町の実現！！

ー特に力を入れる施策ー

人にやさしく、にぎわいの町北谷町の実現！！

ー特に力を入れる施策ー

平
和
行
政
・
基
地
問
題
の
解
決

平
和
行
政
・
基
地
問
題
の
解
決

観
光
・
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

観
光
・
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

○
憲
法
講
演
会
や
平
和
推
進
旬
間
に
平
和
祈
念
祭

　

を
開
催
し
平
和
な
街
づ
く
り
を
推
進
。
平
和
教

　

育
「
広
島
長
崎
平
和
学
習
派
遣
事
業
」
や
「
戦

　

争
と
平
和
に
つ
い
て
の
講
話
会
」
実
施
。

○
平
和
ガ
イ
ド
の
育
成
、
町
内
の
戦
跡
等
の
調
査

　

保
存
に
努
め
る
。

○
嘉
手
納
飛
行
場
基
地
の
負
担
軽
減
を
日
米
両
政

　

府
へ
強
く
求
め
航
空
機
騒
音
軽
減
措
置
、
住
宅

　

防
音
工
事
の
助
成
措
置
・
認
可
外
保
育
施
設
の

　

防
音
工
事
助
成
措
置
を
強
く
要
請
し
て
い
く
。

○
西
海
岸
一
帯
、
ヒ
ル
ト
ン
沖
縄
北
谷
を
核
に
一

　

体
的
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
及
び
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

　

推
進
。

○
北
谷
町
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
観
光

　

客
誘
客
諸
事
業
実
施
。
起
業
支
援
型
雇
用
創
造

　

事
業
を
活
用
し
、
特
産
品
販
売
拠
点
構
築
、
特

　

産
品
開
発
支
援
。

○
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
交
付
事
業
を
継
続
。

○
若
年
層
や
女
性
雇
用
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
。

　

県
共
催
の
技
術
講
習
等
を
実
施
。
ゆ
い
ワ
ー
ク

　

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
勤
労

　

者
の
福
祉
向
上
と
高
齢
者
雇
用
を
促
進
。

○
漁
業
と
マ
リ
ン
産
業
融
合
で
地
場
産
業
の
振
興
。

○
町
民
農
園
事
業
の
推
進
。

○
国
道
５
８
号
の
拡
幅
事
業
県
道
２
４
号
整
備
事

　

業
を
円
滑
に
推
進
。

○
基
地
跡
地
利
用
を
着
実
に
推
進
。

○
北
谷
城
等
の
国
史
跡
指
定
へ
の
推
進
。

子
育
て
支
援
・
健
康
づ
く
り
推
進

・
福
祉
の
充
実

子
育
て
支
援
・
健
康
づ
く
り
推
進

・
福
祉
の
充
実

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
策
定
。

　

・
認
可
外
保
育
施
設
活
用
の
待
機
児
童
解
消
加

　

速
や
認
可
外
施
設
に
通
う
保
護
者
の
負
担
軽
減

　

を
図
る
。

　

・
育
ち
の
支
援
セ
ン
タ
ー
」
拠
点
の
早
期
発
達

　

支
援
体
制
の
強
化
。

○
第
３
子
以
降
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
学
校
給
食

　

費
の
補
助
を
実
施　

○
「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」
自
動
償
還
払
い

　

を
導
入
、
中
学
卒
業
ま
で
通
院
医
療
費
助
成
の

　

早
期
実
現
に
取
り
組
む
。

○
保
健
師
の
地
区
担
当
制
を
導
入
し
乳
幼
児
か
ら

　

高
齢
者
ま
で
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

○
が
ん
検
診
、
婦
人
科
検
診
、
風
疹
、
水
痘
、
高

　

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
公
費
助

　

成
。

○
「
第
３
次
障
が
い
者
及
び
第
３
期
障
害
福
祉
計

　

画
」
に
基
づ
き
障
が
い
者
福
祉
充
実
の
強
化
。

○
「
第
６
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
く

　

諸
施
策
を
着
実
に
実
行
。

豊
か
な
心
と
夢
あ
ふ
れ
る
教
育

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

豊
か
な
心
と
夢
あ
ふ
れ
る
教
育

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

○
国
際
性
豊
か
な
人
材
育
成
の
た
め
諸
施
策
に
取

　

り
組
む
。

○
児
童
生
徒
支
援
体
制
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

　

ワ
ー
カ
ー
・
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
。

○
学
習
支
援
体
制
の
学
力
向
上
学
習
支
援
員
、
放

　

課
後
学
習
支
援
員
の
派
遣
。

○
国
指
定
史
跡
伊
禮
原
遺
跡
や
調
律
博
物
館
整
備

に
取
り
組
み
、
北
谷
城
の
保
存
活
用
に
努
め
る
。

○
町
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
を
基
本
に
、
町
民
の
健

　

康
増
進
を
図
る
。

○
町
内
小
中
学
校
の
町
内
在
住
の
第
３
子
以
降
児

　

童
生
徒
の
学
校
給
食
費
の
全
額
補
助
の
実
施
。

○
浜
川
幼
稚
園
改
築
事
業
、
北
谷
第
二
小
学
校
改

　

築
事
業
推
進
。

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
推
進
。

協
働
の
町
づ
く
り
と
行
財
政
運
営

協
働
の
町
づ
く
り
と
行
財
政
運
営

○
町
民
が
継
続
的
に
地
域
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
活

　

動
に
取
り
込
め
る
よ
う
、
町
民
が
参
加
し
や
す

　

い
街
づ
く
り
の
推
進
。

○
職
員
の
政
策
形
成
能
力
・
実
行
能
力
を
高
め
る
。

○
町
税
な
ど
町
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
コ
ン

　

ビ
ニ
収
納
を
導
入
。

○
情
報
公
開
の
原
則
公
開
の
基
本
方
針
の
下
、
広 

　

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
活
用
。　
　
　
　

快
適
で
安
全
安
心
な
街
づ
く
り

快
適
で
安
全
安
心
な
街
づ
く
り

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
導
入
推
進

○
北
谷
公
園
球
場
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
改
修

○
新
川
墓
地
公
園
の
活
用
推
進
「
墓
地
整
備
基
本

　

計
画
」
の
策
定
。

○
近
隣
市
町
村
と
共
同
の
火
葬
場
建
設
の
推
進
。

○
「
災
害
対
策
基
本
法
」
に
基
づ
き
「
北
谷
町
地

　

域
防
災
計
画
」
に
沿
っ
た
事
業
の
推
進

○
ご
み
減
量
化
を
図
り
循
環
型
社
会
の
形
成
推
進

特別会計

特別会計予算平成２６年度

国民健康保険特別会計

（前年比２.４％増）37億5,753万1千円
歳入：一般被保険者国民健康保険税 7億2,059万5千円。国庫支出金 13億3,486万9千円

　　　県支出金 2億8,388万9千円。一般会計繰入金 6億7,477万6千円等

歳出：被保険者療養給付金、高額療養費、出産育児一時金、葬祭諸費

　　　後期高齢者支援金、特定健康診査等事業費等に使われる。

後期高齢者医療特別会計
（ 前年比１,８０２万４千円６.５％増）2億9,471万4千円

歳入：後期高齢者医療保険料 2億3,332万8千円、

　　　 一般会計繰入金 6,078万9千円等

歳出：後期高齢者医療広域連合へ ２億７,３０３万９千円

　　　（ ７５歳以上の医療費等に使われる。）

公共下水道事業特別会計

（前年比８,９６９万５千円１３.０％増）7億8,078万2千円
歳入：下水道使用料 ４億１,２０２万円（８９６１千円増）一般、米軍下水道使用量の増

　　　県支出金 ４,９２０万円、一般会計繰入金 １億２,５０２万８千円等

歳出：流域下水道処理負担金 ３億１,０４７万５千円、下水道事業費 ２億４,５５６万５千円等

　　　水洗便所改造資金補助金３００万円、町債借入残高の償還 １億３,９６０万円等。

水道事業会計
（前年比８,２４０万８千円８.９％増）9億3,352万円

収入：給水収益 ６億４,４５９万円（給水戸数１万１,３２９戸）

　　　基地給水２億２０５万８千円等（嘉手納・キャンプ瑞慶覧）

支出：受水費 ４億７,１９３万円、配水・給水費１億４６万４千円

      建設改良費 ５,３２２万６千円（配水管布設工事費）、企業債償還金４,７０８万９千円

原案可決

一般会計予算
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事　業　箇　所

度事業箇所度事業箇所平成 25・26 年平成 25・26 年

④特定駐留軍用地内土地
　取得事業
平成 25 年～平成 32 年度

③北谷城保存整備事業

国史跡指定に向けた事業の取り組み。

事業費 109 万 4 千円（図面等作成事務）

⑥北谷公園野球場
スコアボード改修事業

平成 25 年度　設計：137 万

平成 26 年度　工事：1 億 6､000 万円

概要：フルスクリーン LED 表示 ⑤北谷町観光情報センター

平成 25 年：1 億 1,476 万
建物概要 : 敷地面積 477.75 ㎡　延床面積 261.61 ㎡

　　　　  建築面積 149.6 ㎡（２階建）

⑦西海岸歩行者ネットワーク
　整備事業
平成 25 年事業費：1 億 696 万 9 千円

（内交付金額８,263 万円）
工事概要：舗装エ、排水エ、植裁エ、電気設備一式⑫認可保育所建設事業

　 （宮城つぼみっ子保育園）

平成 25 年事業費：1 億 6,533 万 1 千円

⑨北谷第二小学校改築事業

北谷第二小学校屋内運動場
耐震対策事業

平成 25 年事業費：２,415 万円
平成 26 年度改築実施設計業務：8,089 万 2 千円

屋内運動場耐震補強設計業務委託費 949 万 8 千円

⑧学校給食センター
　施設整備事業

施設整備基本構想
525 万円（委託料）

⑩伊礼原遺跡用地取得事業
平成 25 年：7,235 万 1 千円（国補助率 80％：土地購入費）

所在地：桑江伊平土地区画整理
施設内面積：16.956.95 ㎡
購入面積：829.18 ㎡

町立博物館整備事業

平成 26 年度事業：基本計画業務委託料
１,884 万 2 千円（一括交付金県補助率 80％）

( 平成 25 年度・平成 26年度）

⑬町営砂辺住宅建替
　整備事業
平成 25 年事業費：6 億 3,028 万 6 千円
工事費、周辺整備、解体工事 (A.B 棟）家賃補助等
平成 26 年度　2 億 8,853 万円
磁気探査、本工事、管理委託費等

⑪フィッシャリーナ
　整備事業

平成 25 年明許繰越：2 億 1,312 万 2 千円

平成 26 年事業費：4 億 3,472 万 9 千円

②奈留川排水路 POL 部分
　改修工事

平成 26 年事業費：2 億 1,500 万円
（国委託金 100％）

①北谷中学校耐震対策事業

平成 25 年事業費：6,531 万円

耐震補強工事（終了）



ちゃたん町　議会だより　No.75（平成26年5月）

一般会計・特別会計補正予算条例の制定・一部改正

ちゃたん町　議会だより　No.75（平成26年5月） ８９

平成 25 年度

北谷町一般会計・特別会計補正予算
平成 25 年度

北谷町一般会計・特別会計補正予算条例の制定・改正条例の制定・改正
補正前の額　　　　142 億 6,234 万 4 千円
補正額　　　　　　△2 億 2,143 万 5 千円
補正後の額　　　　140 億 4,090 万 9 千円

補正前の額　　　　38 億 4,901 万 1 千円
補正（2 号）額　　　　　2,262 万 7 千円
補正（3 号）額　　　　　4,286 万 5 千円
補正後の額　　　　39 億 1,450 万 3 千円

一般会計

歳入増減の主な理由

歳出増減の主な理由

国民健康保険特別会計

補正前の額　　　　2 億 8,127 万 4 千円

補正額　　　  　　   927 万 8 千円

補正後の額　　　　2 億 9,055 万 2 千円

補正前の額　　　　7 億 3,726 万 5 千円

補正額　　　  　　    △690 万円

補正後の額　　　　7 億 3,036 万 5 千円

（補正の内容）歳入・一般会計操入金を増額し、下水道事業債を減額し、歳出

で施設を増額し予備費を増額している。

後期高齢者区医療保険特別会計

公共下水道事業特別会計

・民生費国庫負担金 51,961 千円の減額補正は、主に充当する事業費の実績見込額の減に伴なうもの。

・県負担金、民生負担金の 26,430 千円の減額補正は主に充当する事業費の実績見込額の減に伴なうもの。

・沖縄県補助金沖縄振興特別推進市町村交付金 222,947 千円の増額補正は、特定駐留軍用地内土地取

　得事業基金積立金 256,469 千円の増額によるもの。

・不動産売払い収入 241,970 円の減額補正はフィシャリーナ事業における土地処分が出来なかった

　為処分金 344,088 千円の減、桑江伊平区画整理事業、保留地処分金 101,721 千円の増によるもの。

・町債の臨時財政対策債については、歳入歳出調整の為、80,368 千円を減額。

・社会福祉総務費 41,157 千円の減額補正は主に国民健康保険特別会計における事業費の執行見込

　み額の減に伴なうもの。

・児童措置費 30,665 千円の減額補正は、児童手当の実績見込みに基づくもの。

・浜川漁港多目的利用施設整備地区開発基金積立金 344,088 千円の減は土地処分が出来なかった為。

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

「
条
例
の
制
定
」

「
条
例
の
制
定
」

「
北
谷
町
景
観
条
例
の
制
定
」

主
な
概
要

「
北
谷
町
景
観
条
例
の
制
定
」

主
な
概
要

墓
地
等
の
経
営
の
北
谷
町
許
可
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

主
な
概
要

　
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
が
行

う
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
平

成
26
年
4
月
1
日
か
ら
本
町
へ
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
北
谷
町
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
に
関
す
る
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。

　

本
町
の
美
し
い
景
観
を
守
り
、
育
て
創
出
し
、
後
世
へ
と
継
承

す
る
こ
と
を
目
的
に
景
観
法
に
基
づ
く
「
北
谷
町
景
観
計
画
」
を

策
定
す
る
と
共
に
、
そ
の
計
画
及
び
景
観
法
の
施
行
に
関
し
必
要

な
事
項
を
条
例
で
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

質
疑

　
　
墓
地
等
の
設
置
場
所
の
基
準
で
、
国
道
、
県
道
、
そ
の
他
主

　
要
道
路
及
び
河
川
か
ら
30
メ
ー
ト
ル
離
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

　
主
要
道
路
と
は
町
内
に
あ
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
道
路
を
想
定
し
て

　
い
る
の
か
。

答
弁

　
　
墓
地
等
に
参
拝
を
さ
れ
る
場
合
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
道
路
、
概

　
ね
人
の
往
来
が
容
易
に
で
き
る
も
の
。

「
北
谷
町
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」

　
主
な
概
要

「
北
谷
町
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」

　
主
な
概
要

　

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
2
第
1
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
北
谷
町
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

「
条
例
の
改
正
」

「
条
例
の
改
正
」

「
北
谷
町
水
道
給
水
条
例
の
一
部
改
正
」

主
な
概
要

「
北
谷
町
水
道
給
水
条
例
の
一
部
改
正
」

主
な
概
要

北
谷
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

主
な
概
要

　
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な

改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

等
に
よ
り
、
消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
町
に
お
い
て
も
下
水
道
使
用
料
の
消
費
税
率
の
見
直
し
、
及

び
消
費
税
法
の
特
例
並
び
に
外
国
公
館
等
に
対
す
る
課
税
資
産

の
譲
渡
等
に
係
る
免
税
に
よ
る
条
文
を
明
記
す
る
た
め
。

　

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改

革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
等
に

よ
り
、
消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に

お
い
て
も
水
道
料
金
の
消
費
税
率
を
見
直
し
す
る
た
め
。

質
疑

　 

本
町
に
お
け
る
基
本
料
金
は
い
く
ら
で
、
県
内
、
中
部
市
町
村

　
と
の
比
較
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

「
北
谷
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」

　
主
な
概
要

「
北
谷
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」

　
主
な
概
要

　

沖
縄
県
人
事
委
員
会
の
給
与
勧
告
及
び
沖
縄
県
の
給
与
制
度

等
に
鑑
み
、
本
町
の
一
般
職
員
の
給
与
等
を
改
定
す
る
た
め
、

北
谷
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
。

答
弁

　
　
基
本
料
金
は
、
家
事
用
で
10
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
、
１
０

　
０
円
、
中
部
市
町
村
の
中
で
も
基
本
料
金
は
嘉
手
納
に
次
ぐ
2
番

　
目
に
安
い
。



問　

グ
ラ
ン
ド
・
オ
ー
プ
ン
の
時

期
、
具
体
的
な
日
程
は
。

答　

現
在
テ
ナ
ン
ト
リ
ー
シ
ン
グ

作
業
を
進
め
て
い
る
、
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
行
い
た
い
。

問　

全
室
21
の
う
ち
、
海
華
以
外

で
出
店
確
定
店
舗
と
今
後
の
見
通

し
を
伺
う
。

答　

レ
ン
タ
ル
ボ
ー
ト
事
業
、
船

舶
免
許
等
の
講
習
会
を
実
施
す
る

マ
リ
ン
ラ
ン
ド
商
会
マ
リ
ン
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
総
合
窓
口
。

問　

開
業
振
興
に
向
け
、
海
鮮
市

場
の
開
設
に
つ
い
て
漁
協
と
協
議

し
た
内
容
、
実
現
に
向
け
た
双
方

ちゃたん町　議会だより　No.75（平成26年5月）
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可決

可決

可決

可決

請負契約・財産・不動産取得請負契約・財産・不動産取得
選任・任命選任・任命◎請負契約

平成２５年度庁舎周辺整備工事（第２工区）

契約方法・・・・指名競争入札による契約

契約の金額・・・７４，８４４，０００円

契約の相手方・・旭建設株式会社　代表取締役社長　翁長　淳

防災拠点整備事業用地として
取得する土地・・北谷町字吉原７１７番２７ほか２筆 
地積・・・・・・１６，８７４．２７平方メートル
取得金額・・・・４３２，０９５，０００円
所有者・・・・・独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

◎財産取得

◎不動産取得

取得する財産・・航空機騒音自動測定器一式

取得予定価格・・１５，８５５，０００円

契約の相手方・・日東紡音響エンジニアリング株式会社　

代表取締役　静永　秀宏

取得する財産・・自動体外式除細動器（ＡＥＤ）

及び付属品（その２）

取得予定価格・・８，０３０，４００円

契約の相手方・・合資会社　サンアイ薬品　代表社員　知名　繁夫

北谷町副町長の選任

神 山　正 勝

抗議決議・意見書・陳情抗議決議・意見書・陳情
仲井眞県知事の辺野古埋め立て承認に抗議し、辺野古移設で断念と
普天間基地の即時撤去を求める意見書

（退席1人、着席4人、起立11人）あて先
内閣総理大臣・外務大臣・国土交通大臣・農林水産大臣・沖縄及び北方対策担当大臣

嘉手納基地へのF-22ラプター戦闘機の暫定配備に抗議し、即時撤去
を求める抗議決議及び意見書
あて先
駐日米国大使　在日米国大使　在沖米国総領事館　在日米軍地域調整官嘉手納基地18航
空団司令官　内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　外務省特命全権大使（沖縄担当）沖
縄防衛施設局長

F-15イーグル戦闘機の風防ガラス落下事故に対する抗議決議・意見書
あて先
内閣総理大臣　外務大臣　国土交通大臣農林水産大臣　沖縄及び北方対策担当大臣

子供医療費を入院に続き、通院も中学卒業まで無料とすることを求め
る陳情・意見書
あて先
沖縄県知事　仲井眞　弘多　殿

フィッシャリーナ西防波堤景観整備に向
けた進捗状況、内容と経費、工事着工と
完成時期は

フィッシャリーナ西防波堤景観整備に向
けた進捗状況、内容と経費、工事着工と
完成時期は

Q Q 

A A 

の
課
題
は
何
か
、
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ー

プ
ン
ま
で
に
開
店
は
可
能
か
。

答　

鮮
魚
を
取
り
扱
う
意
向
を
聞

い
て
い
る
、
組
合
事
業
と
し
て
さ

ら
な
る
発
展
が
で
き
る
よ
う
、
積

極
的
に
協
議
を
進
め
る
考
え
。

 北谷町教育委員会委員の同意

新 垣　道 雄

う
み
ん
ち
ゅ
・
ワ
ー
フ

本
町
の
教
育
行
政
・
施
策

金城　紀昭 議員 金城　紀昭 議員 
きんじょう　 のりあききんじょう　 のりあき

オープン間近か　うみんちゅワーク

現在設計中、新年度国庫補助金の交付決定後工事発注、概算

工事約1億2千万円今年7月着工、12月完成を目指す

現在設計中、新年度国庫補助金の交付決定後工事発注、概算

工事約1億2千万円今年7月着工、12月完成を目指す

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ

整
備
事
業

問　

①
ホ
テ
ル
内
で
の
出
店
の

業
種
②
店
舗
数
③
町
内
出
身
者

の
雇
用
状
況
を
伺
う
。

答　

①
ラ
ウ
ン
ジ
・
レ
ス
ト
ラ

ン
・
ス
パ
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
・
宴
会
場
・
会
議
室
等

の
施
設
が
あ
る
②
一
階
に
店
舗

区
画
1
③
70
名
中
5
名
。

問　

新
年
度
の
一
括
交
付
金
で

予
定
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
関
連

事
業
の
①
内
容
②
予
算
額
③
完

成
ま
で
の
日
程
を
伺
う
。

答　

①
町
道
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
1
号
線
及
び
2
号
線
の
道
路
植

栽
②
概
算
工
事
費
約
３
，
４
０
０

万
円
③
4
月
着
工
、
6
月
完
成
予

定
。

問　

未
処
分
土
地　

（
２
２
．
９

７
１
m

2

）　

で
今
後
処
分
予
定
す

る
①
街
区
名
②
面
積
③
処
分
予
定

時
期
④
公
募
の
時
期
と
方
法
⑤

C
、
D
街
区
で
の
企
業
の
開
業
予

定
時
期
は
。

答　

①
E
街
区
２
，
２
１
２
m

2

と

２
，
５
４
１
m

2

③
④
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
次
第
報
告

す
る
⑤
D
街
区
8
月
中
着
工
、
一

年
後
の
開
業
予
定
。
C
街
区
は
、

建
設
業
界
の
動
向
を
見
な
が
ら
開

業
期
限
を
遵
守
。

問　

①
二
学
期
制
に
移
行
し
た
目

的
、
現
時
点
で
達
成
度
、
そ
の
評

価
は
②
宜
野
湾
市
が
新
三
学
期
制

を
始
め
る
が
評
価
を
含
め
ど
う
考

え
る
か
。

答　

授
業
日
数
、
時
間
数
の
確
保

学
校
行
事
の
弾
力
的
運
用
教
育
相

談
等
の
充
実
、
強
化
、
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
が
実
施
さ
れ
た
。

児
童
生
徒
や
教
師
に
ゆ
と
り
が
生

ま
れ
授
業
改
善
が
図
ら
れ
る
な

ど
、
概
ね
目
標
達
成
が
で
き
て
い

る
と
考
え
る
③
十
分
検
証
し
た
結

果
の
上
の
判
断
だ
と
考
え
る
。

問　

本
町
で
二
学
期
制
を
検
証
す

る
場
合
①
検
証
の
視
点
②
検
証
期

間
③
検
証
委
員
の
構
成
は
④
関
係

者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
、
骨
子
は
。

答
　
10
年
目
の
節
目
で
、
検
証
を

進
め
る
。
検
証
委
員
は
有
識
者
地

域
関
係
、Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
、
幼
小
中

学
校
代
表
等
。
児
童
生
徒
、
保
護

者
、
教
職
員
等
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
実
施
。

問　

新
年
度
か
ら
学
力
テ
ス
ト
の

公
表
は
首
長
の
判
断
で
可
能
、
本

町
の
考
え
は
。

答　

序
列
化
や
過
度
な
競
争
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
方
針
同
様
、
公
表
は
行

わ
な
い
。

問　

生
活
習
慣
や
質
問
紙
調
査
の

結
果
と
学
力
と
大
き
な
関
係
が
あ

る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
本
町
で
①

検
証
の
有
無
②
今
後
予
定
が
あ
る

か
③
検
証
結
果
を
保
護
者
に
開
示

は
。

答　

①
毎
年
5
月
頃
全
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
に
生
活
実
態
調
査
を

実
施
②
今
後
も
検
証
を
継
続
③
学

力
向
上
実
践
報
告
会
で
児
童
の
傾

向
等
示
し
家
庭
地
域
と
連
携
し
て

い
き
た
い
。



児
童
生
徒
や
父
母
に
は
実
施
し
て

い
な
い
。

問　

県
内
で
二
学
期
制
を
見
直
し

三
学
期
制
に
復
帰
し
た
学
校
は
。

答　

石
垣
市
が
平
成
23
年
度
か
ら

三
学
期
制
に
戻
し
、
宜
野
湾
市
が

平
成
26
年
か
ら
戻
す
と
の
こ
と
。

問　

町
立
幼
稚
園
、
小
中
学
校
に

お
い
て
二
学
期
制
を
見
直
す
考
え

は
。

答　

現
在
の
二
学
期
制
の
検
証
を

次
年
度
に
し
っ
か
り
し
、
検
証
結

果
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
改
善
策
、

対
応
策
が
あ
る
か
検
討
す
る
。

問　

地
域
経
済
の
活
性
化
や
観
光

産
業
の
振
興
と
博
物
館
と
の
連
携

は
。

答　

今
後
地
域
活
性
化
の
観
光
資

源
と
し
て
、
活
用
で
き
る
施
設
を

目
指
し
た
い
。

問　

小
中
学
校
や
一
般
町
民
の
郷

土
学
習
の
場
と
し
て
の
位
置
づ
け

は
。

答　

学
べ
る
博
物
館
を
掲
げ
、
学

校
教
育
や
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、

町
民
や
利
用
者
が
気
軽
に
交
流
や

体
験
活
動
が
行
え
る
場
を
設
け
た

い
。

問　

町
立
博
物
館
の
機
能
向
上
等
、

研
究
機
関
と
の
情
報
交
換
は
。

答　

実
際
に
施
設
を
運
営
し
て
い

る
方
々
と
情
報
交
換
を
行
い
、
事

業
を
進
め
る
。

問　

町
民
の
企
画
展
を
開
催
で
き

る
機
能
を
持
た
せ
、
町
民
に
親
し

ま
れ
る
博
物
館
づ
く
り
は
。

答　

町
民
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を

勘
案
し
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、

施
設
利
用
者
の
活
性
化
を
図
る
企

画
展
示
室
の
整
備
を
行
う
。

問
　
基
本
計
画
作
成
審
議
委
員
の

構
成
員
と
し
て
地
域
住
民
の
参
加

は
。

答　

各
自
治
会
に
推
薦
依
頼
を
行

い
、
自
治
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た

方
を
1
人
選
出
し
、
委
員
と
し
て

委
託
。

ちゃたん町　議会だより　No.75（平成26年5月）
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Q Q 生活困窮者世帯への上・下水道料金の軽減

措置を検証する考えは

生活困窮者世帯への上・下水道料金の軽減

措置を検証する考えは

Q Q 

現在の体系見直しの検討の中で、基本料金の基準水量等の見直しを含めて検証が

可能か、関係部署と協議していきたい

現在の体系見直しの検討の中で、基本料金の基準水量等の見直しを含めて検証が

可能か、関係部署と協議していきたい
A A 

問  
消
費
税
等
に
よ
る
上
・
下

水
道
料
金
や
町
民
生
活
、
町
財

政
へ
の
影
響
を
伺
う
。

答   

平
均
水
量
23
立
方
メ
ー
ト

ル
で
一
世
帯
あ
た
り
月
額
33
円
、

年
額
３
９
６
円
の
増
額
と
な
る
。

財
政
へ
の
影
響
は
平
成
26
年
度

歳
出
予
算
は
約
１
，
６
８
０
万

円
の
支
出
増
。

問   

上
・
下
水
道
の
財
政
状
況

は
。

答   

毎
年
度
、
一
般
会
計
及
び

下
水
道
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
を

行
い
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て

い
る
状
況
。
今
後
も
下
水
道
会

計
は
、
経
年
劣
化
に
よ
る
下
水

道
管
の
改
修
及
び
維
持
管
理
費

等
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
財
政

状
況
は
さ
ら
に
厳
し
い
。
そ
の

た
め
、
下
水
道
料
金
の
体
系
見

直
し
等
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問  

北
谷
城
は
米
軍
用
地
内
に
あ
る

が
、
日
米
合
意
で
の
返
還
時
期
や

返
還
面
積
を
伺
う
。

答　

昨
年
４
月
５
日
、
日
米
両
政

府
は
嘉
手
納
基
地
よ
り
南
の
米
軍

６
施
設
・
区
域
に
関
す
る
統
合
計

画
は
合
意
の
発
表
が
あ
っ
た
。
本

町
施
設
は
４
施
設
が
含
ま
れ
て
い

る
。
地
区
内
の
倉
庫
地
区
の
一
部

等
は
、
５
年
後
の
２
０
１
９
年
度
、

ま
た
は
そ
の
後
の
返
還
。
約
11
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
区
域
が
返
還
の
対
象

面
積
。
そ
の
う
ち
、
約
６
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
北
谷
城
を
含
む
丘
陵
地
。

問
　
調
査
は
ど
こ
ま
で
行
わ
れ
て

い
る
か
。
歴
史
的
・
文
化
的
な
価

値
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答　

16
次
に
わ
た
り
調
査
。
結
果
、

城
郭
の
規
模
は
県
内
で
５
番
目
の

大
き
さ
。
石
垣
で
囲
わ
れ
た
面
積
は
、

約
１
．
４
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
確
認
。

　

北
谷
城
は
、
10
世
紀
頃
か
ら
16

世
紀
初
め
頃
ま
で
生
活
の
痕
跡
が

あ
り
、
正
殿
跡
や
建
物
跡
も
見
つ

か
っ
て
い
る
。
16
世
紀
以
降
は
、「
ウ

タ
キ
（
御
獄
）
の
領
域
」
の
拝
所

と
し
て
、
崇
め
ら
れ
、
グ
ス
ク
の

施
設
や
集
落
の
変
遷
等
時
代
の
移

り
変
わ
り
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

沖
縄
県
教
育
委
員
会
や
文
化
庁
か

ら
も
「
歴
史
的
・
文
化
的
な
視
点

か
ら
非
常
に
価
値
が
あ
る
」
と
の

評
価
を
得
て
い
る
。

問   

城
の
復
元
、
周
辺
の
環
境
保

全
等
の
計
画
を
伺
う
。　

答 　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

平
成
26
年
度
に
調
査
資
料
を
精
査
、

今
後
国
指
定
に
向
け
、
沖
縄
県
教

育
委
員
会
と
文
化
庁
と
作
業
方
法
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
協
議

を
行
う
予
定
。
地
域
の
重
要
な
歴

史
的
な
資
源
で
あ
り
観
光
資
源
と

し
て
の
観
点
か
ら
整
備
し
て
い
く

方
向
。

問  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
基
本

計
画
、
導
入
時
期
を
伺
う
。

答　

行
政
懇
談
会
に
お
い
て
も
地

域
か
ら
要
望
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

次
年
度
か
ら
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問  

小
中
学
校
に
行
け
る
不
登
校

や
、
気
に
な
る
子
ど
も
た
ち
の
状

況
や
、
学
習
支
援
、
特
別
支
援
教

育
へ
の
対
応
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　

不
登
校
の
状
況
は
、
１
月
時

点
に
お
い
て
、
小
学
校
５
名
、
中

学
校
19
名
。
昨
年
と
比
べ
小
学
校

で
２
名
の
増
、
中
学
校
で
７
名
の

減
。
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
た
ち
の
数
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
。
特
別
支
援
教
育
支
援

員
を
各
学
校
に
派
遣
し
、
そ
の
対

応
に
努
め
て
い
る
。

問   

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
理
由
と
役
割
を
伺
う
。

答  

学
校
課
題
は
、
学
校
関
係
者

だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
状
況
の

た
め
児
童
生
徒
の
置
か
れ
た
様
々

な
環
境
へ
の
働
き
か
け
や
、
保
護

者
、
教
職
委
員
等
対
す
る
支
援
・

相
談
・
情
報
提
供
等
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
等
を
担
う
。

水
道
料
金
の
引
き
下
げ
は

北
谷
城
の
復
元
と

環
境
保
全

町
営
バ
ス
の
導
入
、

運
行
は

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置

平成26年度施政方針の中で、災害に強い

まちづくりを推進するとあるが、決意は

平成26年度施政方針の中で、災害に強い

まちづくりを推進するとあるが、決意は
西海岸地域に36施設の津波一時避難ビルを確保。キャンプフォスター内への入域

に関する協定を締結

西海岸地域に36施設の津波一時避難ビルを確保。キャンプフォスター内への入域

に関する協定を締結

A A 

問　

桃
原
公
園
東
側
地
域
の
窪

地
は
民
間
業
者
に
よ
っ
て
区
画

整
理
が
計
画
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

答　

地
権
者
や
関
係
者
に
事
情

を
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
事
業
者

か
ら
の
開
発
事
業
に
対
す
る
報

告
等
は
な
く
、
進
展
し
て
い
な

い
。

問　

私
は
当
該
エ
リ
ア
の
利
活

用
に
つ
い
て
提
案
を
し
た
が
、

そ
の
後
検
討
を
し
た
こ
と
は
。

答　

過
去
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

設
置
に
つ
い
て
、
測
量
及
び
実

施
設
計
を
完
了
し
工
事
請
負
費

と
し
て
予
算
要
望
ま
で
行
っ
た

が
、
一
般
財
源
の
確
保
が
で
き

な
い
。

桃
原
公
園
東
側
の
活
用

博
物
館
建
設

学
校
教
育

中村 重一 議員 中村 重一 議員 
なかむら しげいちなかむら しげいち

どうなる　水道料金
桃原公園東側の活用は！

亀谷 長久 議員 亀谷 長久 議員 
かめ や  ちょうきゅうかめ や  ちょうきゅう

問　

町
立
幼
稚
園
、
小
中
学
校
に

お
い
て
二
学
期
制
が
実
施
さ
れ
10

年
が
経
過
。
そ
の
成
果
と
課
題
に

つ
い
て
①
授
業
日
数
の
確
保
と
成

果
は
②
諸
事
業
の
弾
力
的
運
用
は

③
学
習
指
導
や
教
育
相
談
等
の
成

果
は
④
長
期
休
業
の
学
習
の
充

実
・
向
上
の
効
果
は
。

答　

①
授
業
日
数
及
び
標
準
授
業

日
数
は
確
保
さ
れ
て
い
る
②
始
業

式
や
終
業
式
が
減
少
し
、
学
期
末

事
務
が
軽
減
。
体
験
学
習
や
修
学

旅
行
・
学
芸
会
が
で
き
、
ゆ
と
り

を
持
っ
た
行
事
の
開
催
が
で
き
る

③
教
職
員
の
研
修
す
る
機
会
が
増

え
、
職
員
の
資
質
向
上
が
図
ら
れ
、

児
童
生
徒
の
学
習
指
導
へ
反
映
。

学
習
や
生
活
の
様
子
等
、
教
育
相

談
や
三
者
面
談
等
を
行
う
事
に

よ
っ
て
、
各
家
庭
へ
知
ら
せ
る
事

が
で
き
る
④
部
活
動
を
と
お
し
た

心
身
の
鍛
練
や
地
域
行
事
等
の
体

験
活
動
が
、
健
康
体
力
や
豊
か
な

心
の
育
成
、
確
か
な
学
力
を
支
え

る
生
き
る
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
る
。

問　

二
学
期
制
に
つ
い
て
、
父
母

や
教
師
、
児
童
生
徒
の
立
場
等
い

ず
れ
か
の
調
査
を
実
施
し
た
こ
と

は
。

答　

教
師
に
は
実
施
し
て
い
る
が
、

ず
ば
り
！
町
政
を
問
う



微
弱
な
電
波
で
免
許
状
の
交
付
を

受
け
な
い
機
器
開
発
の
動
向
等
も

み
な
が
ら
、
調
査
研
究
を
し
て
い

く
考
え
。

き
る
よ
う
、
当
時
を
よ
く
ご
存
じ

の
先
輩
方
、
或
い
は
元
軍
雇

用
者
の
方
々
か
ら
情
報
収
集
を
積

極
的
に
行
い
、
日
本
政
府
へ
し
っ

か
り
意
見
・
調
整
が
で
き
る
よ
う

万
全
を
期
す
る
。

問　

北
谷
城
等
の
貴
重
な
歴
史
的

資
源
に
つ
い
て
地
権
者
と
の
連
携

の
も
と
国
指
定
と
し
て
国
と
協
議

を
進
め
る
と
あ
る
が
、
返
還
予
定

ま
で
の
計
画
は
。

答　

国
指
定
に
向
け
、
沖
縄
県
教

育
委
員
会
及
び
文
化
庁
と
、
ど
の

よ
う
な
作
業
が
必
要
か
協
議
を
行

い
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の

策
定
を
進
め
て
い
く
。

問　

北
谷
長
老
史
跡
と
結
び
つ
け

た
歴
史
ロ
ー
ド
計
画
を
作
成
し
沖

縄
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
観
光
産

業
に
結
び
つ
け
た
産
業
に
し
て
は
。

答　

北
谷
長
老
は
米
軍
基
地
内
に

あ
り
、
こ
れ
ま
で
未
調
査
で
不
明

な
点
も
多
く
、
今
後
調
査
を
行
う

必
要
が
あ
り
、
返
還
の
予
定
が
現

在
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、

歴
史
ロ
ー
ド
計
画
は
難
し
い
状
況
。

問　

建
物
の
所
有
は
沖
電
開
発
で

使
用
料
収
入
に
よ
り
年
間
リ
ー
ス

代
を
沖
電
開
発
に
支
払
う
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
る
が
安
定
的
な
運

営
を
図
る
た
め
、
国
の
諸
制
度
を

活
用
し
て
早
期
に
安
定
的
な
経
営

を
図
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

答　

海
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
安
定

運
営
は
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
町
と
し
て
も
繰
り
上

げ
返
済
に
よ
る
支
払
総
額
の
縮
減

も
検
討
し
て
い
る
。
国
の
諸
制
度

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
令

及
び
採
択
要
件
等
に
適
合
す
る
こ

と
を
条
件
に
な
る
と
思
う
が
、
今

後
活
用
可
能
な
支
援
制
度
が
あ
る

か
検
討
す
る
。

問　

現
在
地
盤
沈
下
や
施
設
の
老

朽
化
で
現
在
使
用
さ
れ
い
な
い
。

早
急
な
施
設
改
修
が
必
要
と
思
う

が
、
そ
の
改
修
計
画
は
。

答　

地
盤
沈
下
に
よ
り
コ
ー
ト
面

の
傾
斜
が
顕
著
に
な
り
利
用
さ
せ

る
こ
と
は
適
切
で
な
く
、
施
設
の

全
面
閉
鎖
を
し
て
い
る
が
、
施
設

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う

に
改
修
を
図
っ
て
い
く
。

問　

幼
小
中
学
校
と
連
動
し
た
保

育
所
で
の
英
語
教
育
導
入
の
検
討

は
。

答　

町
立
保
育
所
に
お
い
て
は
、

独
自
性
や
創
意
工
夫
に
よ
り
、
リ

ズ
ム
運
動
や
体
操
等
の
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
お
り
、
英
語
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
る
子
ど
も
、
子
育
て
新

制
度
に
お
い
て
、
多
様
な
保
育
形

態
と
な
り
、
今
後
検
討
す
る
。

ちゃたん町　議会だより　No.75（平成26年5月）

軍病院の解体時の汚染調査は！地盤沈下のテニスコートの改修は？

一般質問 一般質問

ちゃたん町　議会だより　No.75（平成26年5月） 1415

本町の偉大な先人達の民族文化を子ども達の教育に
取り入れる、計画は
本町の偉大な先人達の民族文化を子ども達の教育に
取り入れる、計画は

地域で伝わる偉大な先人達の人物伝や歴史文化を掘り起こし、その継承・

活用により、町民に鑑賞する機会を提供し、町民の文化芸術活動を支援する

地域で伝わる偉大な先人達の人物伝や歴史文化を掘り起こし、その継承・

活用により、町民に鑑賞する機会を提供し、町民の文化芸術活動を支援する

Q Q 

A A 

施
政
方
針
を
問
う
。

防
災
対
策

防災拠点整備事業の総事業費及び財源は防災拠点整備事業の総事業費及び財源は

施設設計着手に伴い、具体的事業費が算出される。沖縄振興特別推進交付金、

地域の元気臨時交付金及び特定防衛施設周辺整備調整交付金及び一般財源を予定

施設設計着手に伴い、具体的事業費が算出される。沖縄振興特別推進交付金、

地域の元気臨時交付金及び特定防衛施設周辺整備調整交付金及び一般財源を予定

Q Q 

A A 

国
際
性
豊
か
な
人
材
育
成

海
業
振
興
セ
ン
タ
ー

運
営
は
。

あ
し
び
な
ー
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修

田場 健儀 議員 田場 健儀 議員 
た　ば　 けんぎた　ば　 けんぎ

洲鎌 長榮 議員 洲鎌 長榮 議員 
すがま　ちょうえいすがま　ちょうえい

問　

跡
地
利
用
推
進
法
に
基
づ

き
返
還
前
の
埋
蔵
文
化
財
、
環

境
調
査
及
び
汚
染
等
に
関
す
る

原
状
回
復
措
置
の
徹
底
を
求
め

い
る
①
軍
病
院
の
解
体
工
事
や

周
辺
の
汚
染
調
査
に
つ
い
て
、

防
衛
局
と
米
軍
と
の
調
整
は
②

軍
病
院
の
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
工

事
に
つ
い
て
、
当
時
を
よ
く
知

る
方
々
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

①
日
本
政
府
が
窓
口
と
な

り
、
米
軍
と
共
同
使
用
す
る
こ

と
で
基
地
内
立
ち
入
り
が
容
易

に
な
る
よ
う
協
議
を
行
っ
て
い

る
と
の
報
告
を
防
衛
省
か
ら
聞

い
て
お
り
、
今
後
の
調
査
に
つ

い
て
は
計
画
的
に
実
施
で
き
る

と
認
識
し
て
い
る
。

②
確
実
な
原
状
回
復
が
実
施
で

問　

北
谷
町
全
体
と
し
て
の
防
災

計
画
を
具
体
的
に
示
し
て
頂
き
た

い
。

答　

①
北
谷
町
の
防
災
対
策
に
関

し
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行

政
の
推
進
を
図
り
、
防
災
の
万
全

を
期
す
る
。②
大
規
模
な
地
震
に

よ
る
被
害
を
軽
減
又
は
予
防

す
る
た
め
、
様
々
な
災
害
想
定
か

ら
、
町
の
防
災
対
策
と
し
て
の
方

針
・
施
策
及
び
計
画
を
掲
げ
、
防

災
整
備
の
実
施
を
図
る
。③
災
害

の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

治
山
治
水
事
象
・
水
防
・
消
防
・

救
助
救
急
施
設
整
備
、
火
災
予
防

及
び
そ
の
他
災
害
へ
の
予
防
対
策

に
つ
い
て
定
め
、
そ
の
実
施
を
図

る
。

こ
の
中
で
西
海
岸
地
域
で
は
地

震
・
津
波
、
東
部
地
域
で
は
土
砂

災
害
、
北
前
地
区
や
白
比
川
沿
い

に
お
い
て
は
、
台
風
や
大
雨
に
よ

る
洪
水
・
高
潮
な
ど
、
所
用
の
対

策
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

問　

ニ
ラ
イ
消
防
や
中
部
広
域
と

の
連
携
、
米
軍
と
の
協
力
体
制
等

は
。

答　

ニ
ラ
イ
消
防
は
、
災
害
発
生

時
に
町
対
策
本
部
と
連
携
し
、
避

難
広
報
や
避
難
誘
導
、
情
報
の
共

有
な
ど
の
連
携
を
行
う
。
ま
た
米

軍
キ
ャ
ン
プ
フ
ォ
ス
タ
ー
内
へ
の

入
城
に
関
す
る
協
定
の
締
結
を

行
っ
て
い
る
。

問　

宇
地
原
公
民
館
か
ら
の
放
送

に
連
結
し
た
防
災
無
線
の
シ
ス
テ

ム
に
改
善
し
て
は
。

答　

他
市
町
村
の
防
災
無
線
の
活

用
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ま
た
、

防
災
拠
点
整
備
事
業

問　

本
年
度
か
ら
大
規
模
災
害

発
生
時
の
町
民
の
避
難
場
所
の

確
保
と
災
害
対
策
機
能
を
確
保

す
る
事
業
に
つ
い
て
。　

① 

避
難
地
域
及
び
対
象
人
数
。

② 

施
設
の
機
能　

③ 

周
辺
整
備
は

④ 

整
備
の
タ
イ
ム
ス
ジ
ュ
ー

ル
は

答　

老
朽
化
が
進
む
北
谷
町
消

防
署
や
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
を

集
積
す
る
と
と
も
に
、
防
災
広

場
を
併
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

北
谷
町
地
域
防
災
計
画
を
一
層

強
固
な
も
の
と
し
効
果
的
な
活

動
が
図
れ
る
事
業
と
し
て
推
進

す
る
。

① 

地
域
や
規
模
は
限
定
せ
ず
、

北
谷
町
全
域
を
対
象
に
一
時
的

避
難
場
所
と
し
て
考
え
る
。

② 

防
災
計
画
で
記
し
た
各
施
設

機
能
と
連
携
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

は
か
る
予
備
機
能
を
計
画
す
る
。

③ 

防
災
広
場
、
消
防
署
施
設
、

給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
の
他
、
町
道

謝
苅
バ
イ
パ
ス
線
や
栄
口
地
区
へ

の
接
続
等
道
路
整
備
。

④ 

次
年
度
以
降
道
路
整
備
計
画

を
進
め
、
道
路
実
施
計
画
を
前
提

に
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、
消
防
署

建
設
及
び
防
災
広
場
整
備
に
係
る

事
業
を
順
次
実
施
予
定
。

ず
ば
り
！
町
政
を
問
う
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一般質問 一般質問
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国、県の出した食材に関する放射能安全基準は国、県の出した食材に関する放射能安全基準は

基準値を超えた食材には出荷制限の措置が取られる体制により、

学校給食の安全は保たれる

基準値を超えた食材には出荷制限の措置が取られる体制により、

学校給食の安全は保たれる

Q Q 

A A 

問　

被
災
地
か
ら
町
内
に
避
難

さ
れ
た
方
へ
の
こ
れ
ま
で
の
支
援

の
状
況
と
県
か
ら
支
援
で
発
行
さ

れ
て
い
る
「
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
カ
ー

ド
」
有
効
期
限
が
今
月
末
で
終
了

す
る
が
、本
町
の
今
後
の
支
援
等
は
。

答　

本
町
内
へ
の
避
難
者
の
方
々

に
は
、
北
谷
町
東
日
本
大
震
災
等

の
支
援
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
き
、

世
帯
員
一
人
に
つ
き
一
回
限
り
で

２
万
円
の
見
舞
金
の
支
給
。

保
育
事
業
の
全
額
免
除
、
国
民
健

康
保
険
に
お
け
る
一
部
負
担
金
及

び
税
の
減
免
。

予
防
接
種
費
用
の
減
免
。

県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
別

補
助
金
の
活
用
に
よ
る
緊
急
雇
用

の
実
施
。

上
下
水
道
料
金
の
免
除
等
を
行
っ

て
い
る
、
ま
た
平
成
26
年
２
月
末

時
点
の
継
続
中
の
事
業
は
、
原
発

避
難
者
特
別
法
に
基
づ
き
福
島
県

内
の
指
定
市
町
村
の
避
難
者
に
対

し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
の
一
部

負
担
金
及
び
税
の
減
免
や
予
防
接
種

費
用
の
減
免
等
の
措
置
を
行
っ
て
い

る
。
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
カ
ー
ド
は
、
平

成
26
年
度
も
支
援
を
継
続
す
る
こ
と

が
決
定
。

問　

原
発
の
影
響
と
お
も
わ
れ
る
、

「
甲
状
腺
が
ん
」
の
発
症
の
疑
い
の

あ
る
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、

本
町
で
の
相
談
は
。

答　

本
町
へ
も
避
難
さ
れ
て
い
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

問　

保
険
税
の
納
付
が
出
来
ず
相

談
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
々
は
年
間

ど
の
く
ら
い
い
る
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
対
処
は
し
て
い
る
か
。

答　

窓
口
に
来
る
方
の
集
計
は

取
っ
て
い
な
い
。
国
保
税
が
納
期

内
に
納
付
が
で
き
ず
、
短
期
証
と

な
っ
て
い
る
世
帯
は
、
毎
月
の
世

帯
数
は
６
０
２
世
帯
と
な
っ
て
い

る
。

問　

国
民
健
康
保
険
法
44
条
に
あ

る
医
療
機
関
で
の
減
免
制
度
を
利

用
、
も
し
く
は
希
望
さ
れ
る
方
々

は
ど
の
く
ら
い
か
、
又
、
相
談
件

数
は
。

答　

こ
れ
ま
で
一
部
負
担
金
の
減

免
制
度
の
利
用
状
況
は
、
今
の
と

こ
ろ
な
い
。
相
談
件
数
は
そ
の
間
、

２
，
３
件
あ
っ
た
が
、
減
免
申
請

ま
で
至
っ
た
世
帯
は
な
い
。

学
校
給
食
の
安
全
性

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

東
日
本
の
大
震
災
に
関

わ
る
支
援
と
健
康
問
題

責任者が不在の場合の対策として日頃から

カギが架かっている場合の協議は

責任者が不在の場合の対策として日頃から

カギが架かっている場合の協議は

 施錠されている施設（ホテル、マンション等）については、確実に警備員等が

 常駐し、避難時には確実に開錠できるような協定を締結

 施錠されている施設（ホテル、マンション等）については、確実に警備員等が

 常駐し、避難時には確実に開錠できるような協定を締結

Q Q 

A A 

問　

県
内
に
は
、
プ
ロ
野
球
を
始

め
サ
ッ
カ
ー
や
陸
上
競
技
等
多
く

め
、
蓄
光
素
材
を
使
用
し
た
表
示

板
の
設
置
を
拡
大
し
て
い
く
。

問　

防
災
無
線
は
聞
き
づ
ら
い
と

い
う
声
が
多
い
が
、
あ
る
自
冶
体

で
は
、
公
園
内
の
電
柱
な

ど
に
ス
ピ
ー
カ
を
設
置
し
、
幅
広

く
防
災
、
広
報
無
線
を
利
用
し
て

い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
設
置
す
る
考
え

は
。

答　

固
定
系
子
局
は
年
次
的
に
可

聴
エ
リ
ア
外
の
地
域
を
優
先
的
に

整
備
。
公
園
周
辺
地
域
の
固
定
系

子
局
の
設
置
は
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

防
災
無
線
は
利
活
用
さ
れ
て

い
る
か
。

答　

午
後
六
時
に
定
時
放
送
を
行

い
、
児
童
生
徒
の
帰
宅
を
促
す
内

容
や
町
主
催
事
業
を
は
じ
め
町
全

域
に
周
知
の
必
要
が
あ
る
内
容
等

を
優
先
し
て
放
送
。

問
　
砂
辺
地
域
に
あ
る
ク
シ
ム
イ

の
避
難
道
路
の
整
備
計
画
は
。

答
　
避
難
道
路
の
調
査
等
は
終
了
。

地
権
者
が
複
数
お
り
、
同
意
を
得

る
た
め
の
協
議
に
時
間
を
有
し
て

い
る
状
況
。

の
選
手
・
チ
ー
ム
が
キ
ャ
ン
プ
や

宿
泊
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
も

本
町
の
施
設
を
利
用
し
た
団
体
・

チ
ー
ム
数
や
人
数
、
期
間
、
経
済

効
果
と
要
望
等
は
。

答　

本
町
の
施
設
や
キ
ャ
ン
プ
や

宿
泊
目
的
で
利
用
し
た
団
体
は
、

サ
ッ
カ
ー
で
は
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
、

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
及
び
韓
国
起
亜

タ
イ
ガ
ー
ズ
の
他
、
学
校
野
球
部

に
よ
る
７
団
体
、
ソ
フ
ト
ボ
ウ
ル

で
２
団
体
大
学
の
陸
上
部
５
団
体

な
ど
14
団
体
、
総
勢
６
０
７
人
。

プ
ロ
野
球
春
季
キ
ャ
ン
プ
の
経
済

効
果
は
、
81
億
６
、
１
０
０
万
円
で
、

作
業
を
進
め
て
い
る
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
の
電
光
掲
示
板
へ
の
変
更
や
グ

ラ
ン
ド
の
改
修
等
が
あ
る
。

問
　
レ
ベ
ル
の
高
い
選
手
と
町
民

と
の
交
流
事
業
が
あ
っ
て
も
い
い

と
思
う
が
、
現
状
は
。

答
　
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
選
手
に

よ
る
少
年
野
球
教
室
を
開
催
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
対
象
に
少
年
野

球
教
室
を
実
施
。

問　

外
階
段
場
所
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
わ
か
り
に
く
い
施
設
が

あ
る
が
、
位
置
を
示
す
標
識
が

必
要
で
は
。

答　

浜
川
小
学
校
で
は
校
舎
裏

側
の
外
階
段
か
ら
の
避
難
と
な

り
正
門
か
ら
の
誘
導
表
示
が
必

要
で
あ
り
、
蓄
光
素
材
を
使
用

し
て
屋
上
ま
で
誘
導
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
災
害
時
の
停
電
時
の
対
策

と
し
て
、
蓄
光
素
材
の
表
示
板

を
増
や
す
考
え
は
。

答
　
全
国
に
先
駆
け
て
蓄
光
素

材
を
使
用
し
た
表
示
板
を
津
波

避
難
施
設
に
設
置
し
、
停
電
等

で
光
の
な
い
時
で
も
案
内
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
が
、
階
段
場

所
の
位
置
を
示
す
標
識
等
も
含

防
災
対
策
と
防
災
無
線

の
利
用
は

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の

キ
ャ
ン
プ
や
宿
泊
に
よ
る

経
済
効
果
は

宮里　歩 議員 宮里　歩 議員 
みやざと　 あゆみみやざと　 あゆみ

照屋 正治 議員 照屋 正治 議員 
てるや　まさはるてるや　まさはる

ず
ば
り
！
町
政
を
問
う

問　

①
小
中
学
校
で
提
供
さ
れ

て
い
る
給
食
の
材
料
の
産
地
は

②
情
報
公
開
は
。

答　

毎
月
の
広
報
誌
と
し
て
安

全
・
衛
生
を
は
じ
め
と
し
て
、

給
食
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
情
報

を
「
フ
ィ
リ
ソ
シ
ン
カ
」
と
食

育
に
関
す
る
情
報
「
食
育
だ
よ

り
」
を
作
り
各
学
校
及
び
保
護

者
へ
配
布
。

問　

学
校
給
食
の
放
射
能
物
質

の
測
定
は
。

答　

本
町
で
は
放
射
能
測
定
は

行
っ
て
い
な
い
。
厚
生
働
労
省

に
お
い
て
「
暫
定
規
制
値
」
が

定
め
て
お
り
、
給
食
用
食
材
は

産
地
を
確
認
の
上
購
入
。
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学童期の保育支援は児童の健全育成、

働く親の支援に不可欠。国の財政処置は

学童期の保育支援は児童の健全育成、

働く親の支援に不可欠。国の財政処置は

Q Q 

A A 

玉那覇 淑子 議員 玉那覇 淑子 議員 
たま な  は　 ひでこたま な  は　 ひでこ

問
　
学
童
保
育
の
設
備
及
び
運

営
に
つ
い
て
、
地
域
子
ど
も
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
。
本
町
の
状

況
は
。

答 　

ニ
ー
ズ
調
査
の
と
り
ま
と

め
を
行
っ
て
い
る
。
結
果
を
も

と
に
、
事
業
計
画
の
策
定
を
行
う
。

問　

市
町
村
は
、
余
裕
教
室
等

の
公
有
財
産
の
貸
し
付
け
等
、

実
施
の
促
進
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

本
町
の
動
向
は
。

答
　
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
策
定
の
祭
に
、

教
育
委
員
会
と
の
協
議
を
含
め

検
討
す
る
。

問 

自
立
支
援
法
に
よ
り
障
害
に

対
す
る
支
援
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
必

要
。
ど
の
よ
う
な
体
制
か
。
ま
た
、

利
用
者
に
と
っ
て
ど
う
変
わ
る
か
。

答　

特
定
相
談
支
援
事
業
者
と
障

害
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
が
契

約
し
た
う
え
で
、
サ
ー
ビ
ス
等
利

用
計
画
を
相
談
支
援
専
門
員
で
作

成
。
一
体
的
、
総
合
的
に
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
。

問 

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
対
応

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
取

り
組
み
は
。

答　

対
象
障
害
者
２
２
７
名
中
１

１
１
名
、
48
・
９
％
、
対
象
障
が

い
児
で
73
名
中
26
名
、
35
・
６
％

の
児
童
が
計
画
策
定
済
み
。

問　

普
天
間
飛
行
場
の
県
外
移
設

を
求
め
た
建
白
書
に
込
め
た
町
長

の
思
い
は
。

答　

県
外
・
国
外
へ
普
天
間
飛
行

場
の
移
設
が
実
現
で
き
る
よ
う
引

き
続
き
も
と
め
て
い
く
。

問　

ハ
ン
ビ
ー
地
区
基
地
返
還
前

の
税
収
・
経
済
効
果
・
雇
用
人
数

と
基
地
返
還
後
の
経
済
効
果
は
。

答　

返
還
後
に
関
し
て
は
異
計
商

業
販
売
額
１
，
１
５
４
億
８
千
７

百
万
円
と
民
間
建
設
投
資
額
４
９

６
億
７
千
５
百
万
円
の
和
に
対
し

て
区
画
整
理
事
業
費
21
億
３
千
２

百
万
円
の
比
率
で
算
定
し
た
値
を

経
済
波
及
効
果
と
し
て
表
し
て
お

り
、
効
果
は
77
・
５
倍
。
当
該
地

区
で
は
２
，
０
７
８
人
の
雇
用
が

創
出
。

問　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る

観
光
、
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
発
展
を

図
る
た
め
、
町
は
ど
の
よ
う
に
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
る
か
。

答　

西
海
岸
を
中
心
に
本
町
の
資

源
を
生
か
し
た
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
を
形
成
し
、
ア
ジ
ア
を
代
表

す
る
観
光
拠
点
の
形
成
を
目
指
す
。

問 

育
ち
の
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
に

喜
び
期
待
し
て
い
る
。
受
け
入
れ

の
条
件
は
。

答　

利
用
対
象
者
は
、
町
内
に
住

所
を
有
し
、
発
達
上
の
支
援
を
要

す
る
乳
幼
児
及
び
そ
の
保
護
者
。

問 

発
達
障
害
児
支
援
も
福
祉
計
画

の
策
定
に
盛
り
込
ま
れ
る
の
か
。

答　

発
達
障
が
い
者
（
児
）
の
支

援
も
障
が
い
者
計
画
や
障
害
福
祉

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る
。

問　

北
谷
城
の
国
史
跡
と
し
て
の

指
定
に
向
け
た
国
へ
の
取
り
組
み

の
進
捗
状
況
と
復
元
ま
で
の
予
算

は
。

答　

今
後
国
指
定
に
向
け
、
ど
の

よ
う
な
調
査
、
取
り
組
み
が
必
要

か
沖
縄
県
教
育
委
員
会
と
文
化
庁

と
協
議
し
、
ス
ジ
ュ
ー
ル
等
の
策

定
を
進
め
る
。
復
元
は
現
在
未
調

査
の
部
分
も
あ
り
、
今
後
の
検
討

課
題
。

問　

町
内
戦
跡
、
文
化
遺
産
な
ど

の
調
査
、
場
所
の
表
示
や
保
存
の

あ
り
方
は
。

答
　
博
物
館
の
建
設
に
併
せ
て
、

町
内
の
文
化
財
を
ど
う
い
っ
た
形

で
次
世
代
へ
保
存
継
承
、Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
か
、
案
内
板
や
説
明
版
の
設

置
を
含
め
て
検
討
。

子
育
て
支
援
・
学
童
保
育

発
達
障
害
児(

者)

支
援

施
政
方
針「
福
祉
の
充
実
」
基
地
問
題
の
解
決
促
進
、

跡
地
利
用
の
推
進

平
和
、
文
化
行
政

謝苅中央線の許可車輌以外の車輌通行禁止規制は！！謝苅中央線の許可車輌以外の車輌通行禁止規制は！！

交通事故が発生することも踏まえて慎重に検証する交通事故が発生することも踏まえて慎重に検証する

Q Q 

A A 

者
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
道
路

建
設
に
反
対
す
る
地
権
者
が
建
設

阻
止
の
意
思
表
示
を
記
し
た
工
作

物
を
道
路
に
構
築
、
今
日
ま
で
整

備
が
で
き
な
い
状
況
。

問
　
同
道
路
の
舗
装
に
つ
い
て
の

事
業
計
画
は
。

答
　
同
道
路
の
利
用
度
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
舗
装
整
備
に

つ
い
て
は
、
仮
舗
装
で
も
実
施

に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

問
　
米
軍
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
し

て
使
用
し
た
後
、

本
町
に
移
管
し
た
道
路
は
何
路
線

あ
る
か
。

答
　
町
道
砂
辺
浜
川
線
の
１
路
線

で
あ
る
。

問　

本
町
は
、
地
形
上
一
部
谷
間

を
埋
め
立
て
て
、
道
路
に
し
て
い

る
箇
所
が
数
多
く
あ
る
と
思
う
が
、

何
路
線
あ
る
か
。

答
　
計
画
路
線
に
起
伏
が
あ
り
、

盛
土
工
事
の
あ
っ
た
道
路
工
事
路

線
は
約
27
路
線
と
考
え
ら
れ
る
。

問　

現
在
、
町
道
の
路
面
下
空
洞

調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
終
了
し
、

調
査
済
み
の
道
路
で
空
洞
が
発
見

さ
れ
た
箇
所
は
何
カ
所
か
。

答
　
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
業
務

委
託
に
お
け
る
調
査
範
囲
は
４
１

７
路
線
の
う
ち
３
８
４
路
線
で
約

８
３
Ｋ
ｍ
、
空
洞
化
を
推
測
す
る

不
等
沈
下
の
路
線
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

調
査
費
の
55
％
は
国
負
担
で
、

残
り
45
％
が
町
負
担
で
あ
る
が
、

町
の
負
担
額
は
。

答
　
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
業
務

委
託
の
契
約
金
額
は
９
，
６
６
０

千
円
で
本
町
負
担
額
は
、
４
，
３

４
７
千
円
。

設
置
費
用
ゼ
ロ
で
学
校
内
設
置
を

含
め
、
本
土
企
業
が
防
犯
カ
メ
ラ

機
能
を
備
え
た
自
動
販
売
機
の
設

置
を
宮
古
島
市
に
打
診
し
て
い
る
。

問
　
同
様
な
打
診
が
本
町
に
も
あ

る
か
。

答
　
本
町
に
は
打
診
は
な
い
が
、

町
内
の
民
間
業
者
か
ら
同
様
な
打

診
を
受
け
、
検
討
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
設
置
に
は
至
っ
て
な
い
。

問　

打
診
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
と
る
の
か
。

答
　
町
内
の
公
共
施
設
等
を
中
心

に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

問　

桑
江
御
殿
地
原
内
の
道
路

は
、
認
定
後
５
～
６
年
経
過
し

て
い
る
が
、
未
だ
舗
装
さ
れ
て

い
な
い
が
何
故
か
。

答
　
道
路
認
定
直
後
に
、
地
権

問　

北
玉
小
あ
る
い
は
同
校
関
係

者
か
ら
規
制
に
関
す
る
要
請
は
何

回
あ
る
か
。
ま
た
要
請
を
受
け
て

沖
縄
署
に
安
全
対
策
の
要
請
は
何

回
し
て
い
る
か
。

答
　
平
成
22
年
３
月
に
北
玉
小
学

校
長
か
ら
教
育
委
員
会
あ
て
に
、

平
成
22
年
８
月
に
同
校
区
域
内
の

自
治
会
長
か
ら
町
長
あ
て
に
要
請

が
あ
り
、
同
年
９
月
に
沖
縄
署
長

宛
に
交
通
規
制
の
要
請
を
し
た
。

道
路
行
政

北
玉
小
学
校
付
近
の

交
通
安
全
対
策

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

放課後児童クラブの運営にかかる費用に対する補助金が交付され、

国　　、県　　、町　　の負担割合

放課後児童クラブの運営にかかる費用に対する補助金が交付され、

国　　、県　　、町　　の負担割合

　

北玉小学校前道路登校時の交通状況　 学童保育・町の取り組みは！

平良 徹夫  議員 平良 徹夫  議員 
たいら　 てつおたいら　 てつお

ず
ば
り
！
町
政
を
問
う

１
－

３

１
－

３

１
－

３
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町民は早急に町営体育館の建設を要望している、

前向きに推進してもらえるか

町民は早急に町営体育館の建設を要望している、

前向きに推進してもらえるか

町民のニーズの把握、規模、運営、維持管理、財源確保についても十分検討

したうえで町長の公約実現に向け、検討していきたい

町民のニーズの把握、規模、運営、維持管理、財源確保についても十分検討

したうえで町長の公約実現に向け、検討していきたい

Q Q 

A A 

問　

平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ

る
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度

に
よ
っ
て
支
援
内
容
に
変
化
は
あ

る
か

答　

主
な
変
更
点
に
つ
い
て
は
、

認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
保
育
所

を
通
じ
た
「
施
設
型
給
付
」
及
び

小
規
模
保
育
等
へ
の
給
付
「
地
域

型
保
育
給
付
」
が
増
設
さ
れ
、
多

様
な
施
設
や
事
業
の
中
か
ら
利
用

者
が
選
択
で
き
る
。

問　

保
育
所
整
備
事
業
（
宮
城
つ

ぼ
み
っ
子
保
育
園
）
を
進
め
て
い

る
が
整
備
事
業
が
大
幅
に
遅
れ
た

理
由
と
開
園
予
定
、
定
員
は
。

答　

公
共
工
事
の
発
注
増
及
び
消

費
税
増
に
係
る
駆
け
込
み
需
要
等

に
よ
り
、
必
要
な
人
材
確
保
が
困

難
な
為
工
期
が
延
長
。
平
成
26
年

11
月
に
定
員
60
人
で
開
園
を
予

定
。

問　

中
学
卒
業
ま
で
の
通
院
医
療

費
助
成
は
、
具
体
的
に
い
つ
か
ら

取
り
組
む
か
。

ま
た
、
医
療
費
の
見
込
額
は
。

答　

平
成
26
年
4
月
か
ら
自
動
償

還
払
い
方
式
を
導
入
す
る
。

導
入
後
の
事
務
処
理
件
数
等
の
状

況
を
み
な
が
ら
、
実
施
時
期
等
に

つ
い
て
検
討
。

見
込
額
は
、
年
間
お
よ
そ
2
千
８

０
０
万
円
の
追
加
財
源
が
必
要
と

試
算
し
て
い
る
。

問　

第
3
子
以
降
の
学
校
給
食
費

の
全
額
無
料
の
実
施
予
定
は
。

ま
た
、
対
象
者
は
何
件
を
想
定
し

て
い
る
か
。

答　

平
成
26
年
4
月
か
ら
の
実
施

予
定
対
象
者
は
１
３
９
件
。

問　

認
可
外
保
育
施
設
の
保
護
者

軽
減
の
第
3
子
以
降
の
無
料
拡
充

は
い
つ
か
ら
取
り
組
む
の
か
。

答　

平
成
26
年
4
月
分
の
保
育
料

か
ら
適
用
し
て
い
き
た
い
。

問　

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
図

上
訓
練
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
推
進
し
て
は
。

答　

町
職
員
は
、
こ
れ
ま
で
災
害

を
想
定
し
た
応
急
対
応
や
避
難
所

運
営
な
ど
の
図
上
訓
練
を
実
施
し

て
き
た
。
今
後
は
、
各
地
域
の
自

主
防
災
組
織
や
自
治
会
等
を
含
め

情
報
共
有
を
図
り
推
進
し
て
い
き

た
い
。

問　

避
難
訓
練
時
に
弱
者
や
障
害

の
あ
る
方
の
介
助
の
必
要
性
を
感

じ
る
が
、
介
助
訓
練
を
取
り
入
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

平
成
24
年
と
平
成
25
年
に
実

施
し
た
町
内
一
斉
避
難
訓
練
に
お

い
て
も
課
題
等
を
確
認
し
て
き

た
。
今
後
も
支
援
を
含
め
た
効
果

的
な
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
。

問　

西
海
岸
地
域
の
住
民
は
ニ
ラ

イ
セ
ン
タ
ー
に
避
難
す
る
た
め
陸

橋
が
必
要
と
の
声
が
あ
る
が
ど
う

か
。

答　

そ
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
現
在
、
国
道
拡
幅
の
計
画
が

あ
り
、
そ
の
事
葉
の
進
捗
を
注
視

し
な
が
ら
時
期
を
見
て
国
道
管
理

者
と
の
協
議
を
行
い
た
い
。

問　

導
入
時
期
と
何
人
乗
り
で
あ

る
か
、
ル
ー
ト
は
ど
ん
な
計
画
か
。

答　

こ
れ
ま
で
の
状
況
を
踏
ま
え

次
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導

入
検
討
調
査
業
務
に
お
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

浜
川
幼
稚
園
の
改
築
工
事

の
工
期
及
び
使
用
開
始
は
。

答
　
旧
体
育
館
跡
地
に
解
体
工

事
を
4
月
中
旬
か
ら
7
月
ま

で
、
園
舎
改
築
工
事
を
7
月
か

ら
平
成
27
年
2
月
ま
で
の
工
事

期
間
で
使
用
開
始
は
3
月
中
旬

を
予
定
。

問　

浜
川
小
学
校
屋
内
運
動
場

の
改
築
で
プ
ー
ル
の
監
視
室
が

撤
去
さ
れ
て
い
る
。
使
用
状
況

に
影
響
は
な
い
か
。

答　

プ
ー
ル
の
一
部
が
屋
内
運

動
場
の
配
置
計
画
に
影
響
が
あ

る
こ
と
か
ら
撤
去
し
た
。
現
在

の
倉
庫
を
監
視
室
と
し
て
転
用

し
支
障
の
な
い
よ
う
に
運
用
し

て
い
き
た
い
。

教
育
行
政

子
育
て
支
援

防
災
行
政

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

導
入

撤去された浜川小プール監視室、授業への影響は？

大浜 ヤス子 議員 大浜 ヤス子 議員 
おおはまおおはま

仲栄真 恵美子  議員 仲栄真 恵美子  議員 
なか え  ま　  え  み   こなか え  ま　  え  み   こ

子育て支援・人材育成の観点から配置

されるソーシャルワーカーの活用方法は

子育て支援・人材育成の観点から配置

されるソーシャルワーカーの活用方法は

学校だけでなく、保護者、地域、関係機関との連携をコーディネイト。

子どもたちの環境改善等に向けて活用

学校だけでなく、保護者、地域、関係機関との連携をコーディネイト。

子どもたちの環境改善等に向けて活用

Q Q 

A A 

問　

認
可
外
保
育
所
に
通
う
児

童
へ
の
助
成
と
近
隣
市
町
村
の

実
施
助
成
額
は
。

答　

町
単
独
の
助
成
は
、
児
童

一
人
当
た
り
年
額
１
０
０
０
円

の
教
材
費
。
ま
た
「
認
可
外
保

育
施
設
保
護
者
負
担
軽
減
制

度
」
を
実
施
。
1
人
目
、
月
額

１
０
０
０
円
、
2
人
目
２
０
０

０
円
、
3
人
目
無
料
と
な
る
よ

う
保
育
料
の
全
額
を
助
成
。
沖

縄
市
に
お
い
て
は
保
育
に
欠
け

る
児
童
一
人
当
た
り
年
額
１
１

０
０
０
円
。

問　

美
浜
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
東
部
側
の
生
徒
が
利
用

す
る
に
は
不
便
と
思
う
が
。

答　

北
谷
中
学
校
校
区
点
付
近

へ
の
設
置
を
要
望
し
て
き
た
が
適

し
た
物
件
が
な
く
現
在
の
場
所
へ

の
設
置
と
な
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
世
帯
へ
の
子
ど

も
支
援
で
公
営
塾
設
置
の
考
え
は
。

答　

学
校
に
学
習
支
援
員
を
配
置

す
る
こ
と
で
学
習
向
上
を
進
め
る
。

今
の
と
こ
ろ
公
営
塾
の
設
置
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

県
内
で
公
営
塾
を
設
置
し
て

い
る
市
町
村
の
実
態
は
。

答　

沖
縄
市
、
北
中
城
村
な
ど
が

取
り
組
ん
で
い
る
。
次
年
度
よ
り

学
力
向
上
支
援
員
を
各
小
中
学
校

に
派
遣
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人

に
学
習
の
基
礎
・
基
本
の
確
実
な

定
着
を
図
り
確
か
な
学
力
の
向
上

に
努
め
て
い
く
。

問　

学
校
職
員
の
平
均
的
な
異
動

率
と
適
正
な
異
動
率
は
。

答　

人
事
異
動
は
学
校
課
題
等
へ

配
慮
し
た
人
材
の
配
置
と
人
権
へ

の
配
慮
、
交
流
人
事
の
推
進
と
適

正
な
バ
ラ
ン
ス
で
の
配
置
等
が
基

本
方
針
。

平
成
26
年
度
北
谷
中
学
校
の
人
事

異
動
は
19
人
。

問　

男
女
混
合
名
簿
の
導
入
推
進

に
お
い
て
現
在
の
進
捗
状
況
と
ま

だ
導
入
さ
れ
て
な
い
理
由
は
。

答　

教
育
実
態
を
把
握
す
る
上
か

ら
も
国
や
県
が
男
女
別
の
多
種
多

様
な
集
計
等
を
求
め
る
こ
と
が
多

く
学
校
内
で
話
し
合
い
は
さ
れ
て

き
て
い
る
が
、
実
施
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

問　

男
女
共
同
参
画
会
議
の
取
り

組
み
事
業
と
成
果
は

答　

講
演
会
や
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
、
講
座
等
を
開
催
し
た
。
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
応
募
数
が
毎
年
増
加

し
て
い
る
。

問　

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
に

と
も
な
い
直
接
影
響
を
受
け
る
国

の
制
度
と
町
単
独
事
業
を
伺
う
。

答　

国
の
制
度
で
は
「
生
活
保
護

基
準
を
参
照
し
て
い
る
制
度
」
と

「
生
活
保
護
と
同
様
の
給
付
を
お

こ
な
っ
て
い
る
制
度
」
が
あ
る
。

町
単
独
事
業
は
要
保
護
者
に
対
す

る
就
学
支
援
な
ど
が
あ
る
。

問　

こ
れ
ま
で
利
用
で
き
て
い
た

が
利
用
で
き
な
く
な
る
可
能
性
は

な
い
か

答　

そ
の
事
例
は
発
生
し
な
い
と

考
え
る
。

子
育
て
支
援

福
祉
行
政

男
女
共
同
参
画

問　

利
用
状
況
と
見
込
み
は
。

答　

入
客
数
は
昨
年
10
月
か
ら
今

年
2
月
ま
で
で
２
１
９
０
人
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
多
く
の

来
場
者
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

こ
れ
ま
で
光
熱
水
道
料
金
は

ど
の
く
ら
い
町
が
負
担
し
た
か

答　

町
負
担
分
は
約
１
３
３
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

問　

町
内
の
団
体
が
販
売
な
ど
を

す
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答　

地
域
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
町
内
の
各
団
体
が
利
用
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
る
。

海
業
振
興
セ
ン
タ
ー

学びの支援公営塾は？

ず
ば
り
！
町
政
を
問
う
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現在、空き家対策について庁舎内の関係課等での会議も開催されてないので、

条き例制定等の状況を調査研究させていただきたい

現在、空き家対策について庁舎内の関係課等での会議も開催されてないので、
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Q Q 

A A 

仲地 泰夫 議員 仲地 泰夫 議員 
なか ち　やすおなか ち　やすお

問　

町
内
家
の
空
き
家
は
何
軒

く
ら
い
あ
る
か
。実
態
把
握
は
。

答　

軒
数
や
実
態
に
つ
い
て
把

握
し
て
い
な
い
。

問　

現
在
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
て
い
る
か
。

答　

地
域
か
ら
の
情
報
を
入
手

し
た
場
合
は
早
急
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
、
現
場
確
認
し
、

関
係
課
、
警
察
、
消
防
へ
情
報

提
供
を
行
い
対
応
し
て
い
る
。

問　

相
談
窓
口
は
。

答　

相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
窓

口
が
異
な
っ
て
く
る
。

問　

本
町
の
高
齢
人
口
と
在
宅

介
護
の
現
状
は
。

答　

平
成
26
年
1
月
末
現
在
で

４
，
５
９
３
名
、
高
齢
化
率
は
16
・

１
％
、
そ
の
う
ち
要
介
護
等
認
定
者

は
８
３
６
名
。

問　

介
護
離
職
の
現
状
と
対
応
は
。

答　

数
値
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

窓
口
等
で
の
相
談
支
援
に
お
い
て
介

護
負
担
を
軽
減
す
る
取
り
組
み
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役

割
と
現
状
は
。

答　

高
齢
者
を
支
え
る
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
要
素

と
考
え
る
。
中
核
的
な
機
関
と
し
て

福
祉
課
に
設
置
し
て
お
り
5
つ
の
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

問　

24
時
間
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
可
能

か
。

答　

効
果
的
・
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推

進
し
、
高
齢
者
が
24
時
間
安
心
で
き

る
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

問　

認
知
症
高
齢
者
の
生
活
支
援

は
。

答　

情
報
発
信
の
強
化
、
適
正
な
受

信
の
促
進
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
の
推
進
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

問　

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
や
事
業
者

の
育
成
は
。

答　

民
間
事
業
者
に
対
し
、
地
域
密

着
型
施
設
の
開
設
支
援
サ
ー
ビ
ス
運

営
推
進
協
議
会
へ
の
参
加
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
と
質
の
向
上
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
る
。

問　

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

各
自
治
会
長
に
対
し
、「
自

主
防
災
組
織
」
の
設
立
、「
リ
ー

ダ
ー
育
成
」
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
防
災
講
話
等
の
呼
び
か
け

を
行
い
、
実
施
し
て
い
る
。

問　

白
比
川
の
洪
水
マ
ッ
プ
作
成

は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

津
波
の
最
低
浸
水
域
と
同
様

に
標
高
5
ｍ
未
満
の
地
域
は
避
難

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　

ナ
ポ
リ
線
の
延
長
道
路
を
白

比
川
線
へ
の
避
難
道
路
と
し
て
検

討
で
き
な
い
か
。

答　

周
辺
の
地
形
の
高
低
差
等
を

考
慮
し
た
場
合　

道
路
構
造
的
に

も
困
難
。

問　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
と
、

観
光
ア
プ
リ
を
提
供
す
る
考
え
は
。

答　

3
月
に
完
成
予
定
の
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
内
に
無
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
数
台
設
置
す
る
予

定
。

問　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を

実
施
す
る
考
え
は
。

答　

多
言
語
に
よ
る
町
観
光
案
内

ガ
イ
ド
育
成
等
を
実
施
し
観
光
ガ

イ
ド
に
よ
る
町
周
遊
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
展
開
も
検
討
し
て
い
く
。

問　

公
共
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、
観

光
施
設
間
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
（
貸

出
・
返
却
地
点
）
事
業
を
検
討
す

る
考
え
は
。

答　

来
訪
者
へ
の
利
便
サ
ー
ビ
ス

の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
等
で
置

き
傘
無
料
貸
し
出
し
を
実
施
す
る

考
え
は
。

答　

二
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
検
討
し
て
い
く
。

問　

博
物
館
周
辺
に
道
の
駅
整
備

は
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

二
ー
ズ
調
査
を
し
た
が
、
整

備
費
や
維
持
管
理
費
用
を
十
分
に

補
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

空
き
屋
対
策

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

観
光
行
政

災
害
対
策

町村議会議長７年以上在職者

宮 里 友 常 議 長

町村議会議員２７年以上在職者

新 城 幸 男 議 員

町村議会議員２７年以上在職者

中 村 重 一 副 議 長

町村議会議員１５年以上在職者

亀 谷 長 久 議 員

11年以上在職者

仲 地 泰 夫 議 員 　 　 照 屋 正 治 議 員

沖縄県町村議会議長会表彰沖縄県町村議会議長会表彰

空き家対策すべきでは

全国議会議長会表彰全国議会議長会表彰

ず
ば
り
！
町
政
を
問
う
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編
集
後
記

　

出
発
の
春
、
新
入
生
や
新
社
会
人
の

初
々
し
い
姿
が
目
に
付
く
時
期
で
あ
り

ま
す
。

　

初
々
し
さ
の
中
に
、
ど
の
顔
も
多
少

緊
張
気
味
。
ど
な
た
も
こ
の
時
期
に
な

り
ま
す
と
、
記
憶
が
よ
み
返
っ
て
き
ま

せ
ん
か
。

　

さ
て
、
北
谷
町
議
会
は
、
町
民
の
た

め
の
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
て

議
会
の
情
報
を
積
極
的
に
公
開
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
町
内
の
公
共
施
設

で
も
同
時
中
継
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

本
会
議
の
模
様
が
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日

中
仕
事
で
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
も
、

テ
レ
ビ
中
継
を
見
る
こ
と
も
で
き
な
い

と
い
う
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
議
会
は
、
忙
し
い
方

々
に
も
本
議
会
の
内
容
を
少
し
で
も
知

っ
て
貰
う
た
め
に
、
議
会
だ
よ
り
を
発

行
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
議
会
だ
よ
り
に
も
興
味
を

お
も
ち
に
な
り
、
議
員
が
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
の
か
ご
覧
に
な
り
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ご
助
言
、
ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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